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組 合 員 数
出資金総額
平均出資額
班 数
機関紙手配り人数
手 配り部 数

ひかわ生協の現況（２０２5年4月１日現在）

ひかわ医療生活協同組合

第355号

８，263人
2億9,381万円
３5，558円

58班
３70人
３，741部

2025年

月号5

おちらとアートサロンが開催されましたおちらとアートサロンが開催されましたおちらとアートサロンが開催されました

　

3
月
5
日
、
6
日
の
2
日
間
、
組
合
員
ル
ー
ム
で
第

3
回
〝
お
ち
ら
と
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
〞
が
1
3
2
作
品
の

展
示
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
度
に
出
品
数

も
増
え
、今
年
は
1
6
6
人
の
来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
感
想
に
は
「
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り

で
感
心
し
た
、
元
気
を
も
ら
っ
た
」「
豆
腐
の
白
玉
が

美
味
し
か
っ
た
」「
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
人
が
い
た
」「
家

に
ず
っ
と
置
い
て
あ
っ
た
の
が
、
皆
さ
ん
に
み
て
も

ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
。

　

作
品
を
お
寄
せ

く
だ
さ
っ
た
各
支

部
の
組
合
員
さ
ん

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
さ
ん
職

員
さ
ん
、
豆
腐
団

子
作
り
や
接
客
で

協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
健
康
づ
く

り
委
員
さ
ん
、
地

域
活
動
部
の
職
員

さ
ん
な
ど
み
ん
な

の
力
が
結
集
し
た

『
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
』
の
〝
お
ち

ら
と
ア
ー
ト
サ
ロ

ン
〞
で
し
た
。
一

緒
に
や
っ
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
中

で
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
　
　

万
代 
丸
美
）

ありがとう！ 50 周年！！ありがとう！ 50 周年！！ありがとう！ 50 周年！！
　5 月 30 日はひかわ医療生活協同組合の設立 50 周年です。1975 年（昭和 50 年）から地域の皆さま
と共に「一人は万人のために、万人は一人のために」「明るい健康なまちづくり」を医療と介護事業を
通じて実践し継続発展させてきました。 
　感謝の気持ちを込め、ささやかではありますがパズルを特大にし、今回のみ、20 人の方に 1,000 円
のクオカードを抽選でプレゼント致します。奮ってご応募ください。 

　5 月 30 日はひかわ医療生活協同組合の設立 50 周年です。1975 年（昭和 50 年）から地域の皆さま
と共に「一人は万人のために、万人は一人のために」「明るい健康なまちづくり」を医療と介護事業を
通じて実践し継続発展させてきました。 
　感謝の気持ちを込め、ささやかではありますがパズルを特大にし、今回のみ、20 人の方に 1,000 円
のクオカードを抽選でプレゼント致します。奮ってご応募ください。 

きゅう坊

あなたと生協の心と情報の架け橋

ひかりん
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　日本緑内障学会は、啓発活動の一環として、世界緑内障週間に合わせて全国で“ライトアップinグ
リーン運動”を展開しています。今年は３月９日から15日まで取り組まれました。啓発活動も重要な事
業と位置つけられていて、「早期発見 継続 希望　40歳過ぎたら眼の定期健診を！」をメッセージに掲
げています。
　国内外のランドマーク施設や、医療機関等において、緑内障のシンボルカラーのグリーンにライト
アップする運動を展開しています。期間中は出雲大社もライトアップされました。（院長　金森 美智子）

　緑内障は、自分では気づかないうちに、ゆっくりと、視野が欠けていく目の病気です。 
　早期発見で治療の継続が大切です。

ひかりんの健康だより ライトアップinグリーン運動ライトアップinグリーン運動ライトアップinグリーン運動
40歳過ぎたら眼の定期検診をうけましょう！

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

　

3
月
20
日
に
、「
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
を
ア
ク
テ
ィ
ひ
か
わ

体
育
館
で
催
し
ま
し
た
。
事
前
に
参
加
申
し

込
み
の
あ
っ
た
子
ど
も
（
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
学
生
）
24
人
を
中
心
に
約
50
人
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
が
3
回
目
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

「
モ
ル
ッ
ク
」「
バ
ッ
ゴ
ー
」「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
」「
紙
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
」
の
4
種
目
を

順
番
に
1
時
間
か
け
て
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま

し
た
。

　

最
初
は
、
な
か
な
か
上
手
く
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
何
回
か
挑
戦
す
る
中
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
新
た
な
種
目
の
「
転
が
し
ド
ッ

チ
」
や
恒
例
に
な
っ

て
い
る
「
ス
リ
ッ
パ

飛
ば
し
」
に
真
剣
に

取
り
組
み
、
終
始
な

ご
や
か
に
、
親
子
や

友
達
と
の
触
れ
合
い

と
お
互
い
が
協
力
し

あ
う
様
子
が
印
象
に

残
っ
た
ひ
と
時
で
し

た
。

　

感
想
を
聞
い
た
ら

皆
さ
ん
「
楽
し
か
っ

た
」
と
答
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

江
角　

昭
夫
）

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト

ひ
か
り
ん 

き
ゅ
う
坊
も
参
加

デイサービスふらみんご利用者さま作
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反戦スタンディング行動で戦争反対と平和を訴えました反戦スタンディング行動で戦争反対と平和を訴えました反戦スタンディング行動で戦争反対と平和を訴えました

ひかわ医療生協
　　50年のあゆみ
ひかわ医療生協
　　50年のあゆみ
ひかわ医療生協
　　50年のあゆみ

　金森煕隆医師は、1918
年（大正7年）9月19日、
簸川郡今市町八雲町（現出
雲市今市町）の堀西静衛氏
の二男（8人兄弟の第三
子）として生まれました。
1931年（昭和6年）、大
社中学に入学、この頃に金
森家に養子として迎えられ

ました。煕隆医師は、金森家から大社中学、松
江高等学校に通い、1939年（昭和14年）、京
都帝国大学医学部に入学しました。
　大学2年生の時から結核調査に参加するよう
になり京都西陣や福井県などで集団健診や喀痰
検査を行い、「結核と貧しい暮らしとの関係」
について研究活動を行っていました。
　1942年9月中旬、卒業を目前に控え、明日
が出征という時、京都川端署の特高警察が金森
邸に煕隆医師を逮捕するためにやってきまし
た。結核調査が治安維持法に違反するとのこと
でした。父や村の幹部が特高の刑事と協議し、
出征式は予定通り盛大に行われました。駅まで
行進して駅頭で万歳三唱、列車に乗ってすぐに
刑事が手錠をかけました。川端署に着いたのは
すっかり夜だったこと、その間は苦痛の連続
だったこと、そして決して忘れることのできな
い出来事であったと煕隆医師は語っています。
１年３ヵ月に及ぶ投獄の後、釈放となりまし
た。郷里である旧直江村に帰り、病身だった養
父に代わり、医師として働きましたが、すぐに
入隊することになりました。
　1944年（昭和19年）9月10日、浜田市の帝
国陸軍歩兵第21連隊に入隊、翌年、北九州小
倉に異動になり、そこで終戦を迎えました。
　　　　　　　（記念誌編集委員会　𠮷田　享）

第２回
（全８回）

　

ロ
シ
ア
が
2
0
2
2
年
2
月
24
日
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
か
ら
3
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
大
切
な

「
い
の
ち
」
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

連
憲
章
と
国
際
法
に
反
す
る
こ
の
暴
挙

に
抗
議
す
る
と
同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
は
じ
め
現
在
戦
争
が
起
き
て
い
る

国
々
に
一
日
で
も
早
く
平
和
な
日
常
が

訪
れ
る
よ
う
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
で
ピ
ー
ス

な
」
と
い
う
願
い
を
込
め
、
『
H
a
! 

P
e
a
c
e 

D
a
y
（
ハ
ッ
ピ
ー
ス

デ
イ
）
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
』
を
企

画
実
施
し
ま
し

た
。
平
田
街
道

沿
い
に
役
職

員
・
理
事
16
名

で
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
し
パ
ネ
ル

で
戦
争
反
対
、

恒
久
平
和
を
道

行
く
人
々
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

毎
週
㈫
・
㈭

8
時
〜
8
時
15

分
で
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
継
続

中
で
す
。
短
時

間
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　

（
反
核
社
保
委
員
会
）

京都大学時代の
煕隆先生

2/25

　

島
根
県
、
浜
田
市
で
生
れ
育
ち
、
地
元
の
縫
製
会
社
に
40
年
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。
結
婚
し
て
男
の
子
を
授
か
り
、
先
妻
の
女
の
子
が
い
ま
し
た
が
、
分

け
隔
て
な
く
育
て
、
二
人
と
も
良
い
子
に
育
ち
ま
し
た
。〝
母
さ
ん
、
お
母

さ
ん
〞
と
、な
つ
い
て
く
れ
て
、結
婚
し
た
今
も
仲
良
く
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

6
年
前
、
股
関
節
の
手
術
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
直
江
に
住
む
長
男

夫
婦
と
同
居
さ
れ
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
は
北
九
州
出
身
で
二
人
と
も
出
雲
弁

が
分
か
ら
ず
大
笑
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
出
雲
弁
ど
う
し
の
会
話
は
、

分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

週
2
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ず
な
に
、月
1
で
金
太
郎
の
家
（
荘
原
）
に
通
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
川
柳
を
勧
め
ら
れ
て
、
時
々
作
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
末

そ
の
一
つ
を
公
募
し
て
い
た
、
第
22
回
島
根
県
文
化
祭
川
柳
の
部
に
応
募
し
て
見
事
、
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

凄
く
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
作
品
は
【
ハ
イ
タ
ッ
チ　

楽
し
か
っ
た
ね　

デ
イ
の
友
】
で
す
。

　
「
家
で
も
デ
イ
で
も
良
く
し
て
貰
い
幸
せ
で
す
。
人
生
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
辛
く
苦
し
か
っ
た
こ
と
は

忘
れ
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
思
う
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
人
生
1
0
0
年
時
代
で
す
。
家
で
も

デ
イ
の
皆
さ
ん
と
も
、
趣
味
の
手
芸
や
川
柳
を
つ
く
っ
て
、
仲
良
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
優
し
い
笑
顔
で
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
機
関
紙
編
集
委
員
会
）

ズームアップズームアップ
「第22回島根県文化祭川柳の部で見事入選」

見
越　

チ
エ
子
さ
ん

　
　
　
　

（
上
直
江
・
91
歳
）

ひろたか
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
き
、
2
重
マ
ス
の
文
字

を
Ａ
か
ら
X
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並

べ
る
と
答
え
が
出
ま
す
。

せいきょう パズルパズルパズル
【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
手
紙
を
書
く
時
に
、初
め
に
拝
啓
で
、書
き

終
わ
っ
た
時
に
書
く
言
葉
。「
○
○
○
」

②
強
い
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
恐
怖
で
起
き
る

心
の
傷
。そ
の
後
に
思
い
出
す
こ
と
が
あ

る
。「
ギ
リ
シ
ャ
語
、○
○
○
○
」

③
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
守
る
神
様
。

「
○
○
神
、氏
子
」

④
苦
し
み
や
痛
み
で
転
げ
ま
わ
る「
○
○
う

ち
回
る
」

⑤
初
め
て
子
供
を
う
む
こ
と「
○
○
○
○
」

⑥
長
野
県
に
あ
る
3
0
6
7
m
の
山「
○
○

の
御
獄
山
」

⑦
夏
の
暑
さ
に
対
し
て
滋
養
強
壮
と
し
て
、

ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
日
。「
ど
○
○
○
○
し
の

日
」

⑧
最
も
新
し
い
祝
日
。「
○
○
○
○
」

⑩
父
親
の
兄
。「
○
○
さ
ん
」

⑪
布
団
に
入
れ
る
羽
の
取
れ
る
鳥
。カ
モ
、ア

ヒ
ル
、ガ
チ
ョ
ウ
の
、水
鳥
の
こ
と
。「
○
○

○
○
○
」

⑬
度
胸
が
良
く
重
要
な
場
面
に
強
い
。「
○
○

○
○
○
○
に
強
い
」

⑯
幾
重
に
も
曲
が
り
く
ね
っ
て
続
く
道
路
。

「
○
○
○
お
り
」

⑰
長
崎
県
に
は
、日
本
最
多
の
9
7
1
の
島

が
あ
る
。玄
界
灘
浮
か
ぶ「
○
○
、対
馬
」

⑱
無
料
の
こ
と
。た
だ
の
こ
と
。「
○
○
」

⑳
太
平
洋
に
広
が
る
大
陸
や
島
々
で
構
成
さ

れ
る
六
大
州
の
一
つ
。「
○
○
○
○
○
○
○
○
」

㉒
亡
く
な
っ
た
人
の
生
い
立
ち
や
功
績
な
ど

を
紹
介
す
る
記
事
や
文
章
。「
生
前
を
し
の

ぶ
○
○
○
○
○
」

㉕
視
覚
を
つ
か
さ
ど
る
光
感
覚
受
容
器
。「
目

ん
玉
の
こ
と
。○
○
○
○
○
」

㉖
先
祖
代
々
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
人
。 

「
○
○
○
○
の
人
」

㉗
警
察
の
下
部
機
構
で
巡
査
が
駐
在
し
て
い

る
。「
駐
○
○
所
」

㉙
朝
、採
れ
た
て
の
野
菜
で
す
。「
ど
れ
も
○

○
○
○
で
す
」

32
寺
院
で
僧
侶
が
居
住
す
る
と
こ
ろ
。「
お
寺

の
○
○
」

33
身
体
の
最
も
中
心
部
分
。「
骨
の
○
○ 

ま

で
シ
ャ
ブ
ル
」

37
少
し
し
か
無
い
お
金
で
買
い
物
を
し
ま
し

た
。「
○
○
○
○
の
金
で
し
た
」

39
一
般
の
人
々
の
表
に
出
な
い
意
見
。サ
イ

レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
。「
○
○
○
○
声
」

40
日
本
を
ダ
メ
に
し
た
9
人
の
政
治
家
。名

指
し
で
本
を
出
し
た
政
治
家
。故
浜
田
幸

一
。「
愛
称
、○
○
○
○
」

43
或
る
こ
と
に
志
や
関
心
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
。「
○
○
○
一
同
」

44
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
略
称
。「
○
○

○
」

48
小
さ
く
て
お
ぼ
つ
か
な
い
。「
話
し
方
が
、

た
ど
○
○
し
い
」

50
過
ぎ
去
っ
た
時
。「
○
○
、現
在
、未
来
」

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
頑
張
っ
た
け
ど
負
け
た
。「
○
○
○
○
空
し

く
敗
退
す
る
」

④
今
の
愛
称
、J
A
。農
業
協
同
組
合
を
略
し

て「
○
○
○
○
○
」

⑨
国
民
の
体
カ
向
上
と
健
康
増
進
の
為
に
考

案
さ
れ
た
。「
N
H
K
○
○
○
○
○
○
○
」

⑪
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、イ
ノ
シ
ン
酸
、グ
ア
ニ
ル

酸「
三
大
○
○
味
成
分
」

⑫
バ
カ
げ
た
行
い
。「
○
○
○

=

善
行
」

⑭
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
。「
○
○
○
○
に
さ
れ

た
」

⑮
日
本
の
、ほ
ぼ
中
心
。石
川
県
に
あ
る
空
港
。

「
○
○
○
空
港
」

⑰
江
戸
時
代
、男
性
が
薬
を
入
れ
る
容
器
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。「
○
○
○
○
」

⑲
野
球
で
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
の
こ
と
。「
○
○

=

右
飛
」

⑳
兄
弟
の
男
の
子
。「
○
○
＝
甥
」

㉑
ケ
ン
カ
や
相
撲
で
相
手
の
胸
な
ど
を
頭
で

突
く
こ
と
。「
○
○
○
を
、か
ま
す
」

㉓
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
2
6
5
年
続
い
た
。

「
平
安
時
代
、次
い
で
長
い
○
○
時
代
」

㉔
世
渡
り
が
、難
し
い
時
代
で
す
。「
暮
し
難

い
○
○
○
○
○
世
の
中
で
す
」

㉘
元
金
に
対
し
て
決
め
ら
れ
た
割
合
で
受
け

取
る
お
金
。「
○
○
、利
息
は
同
じ
意
味
」

㉚
フ
ラ
ン
ス
語
。冒
険
を
意
味
す
る
。日
本
語

で
は
危
険
な
恋
、恋
の
火
遊
び
。「
○
○
○

チ
ュ
ー
ル
」を
楽
し
む
。

㉛
機
知
や
頓
知
を
問
う
。物
事
に
機
敏
に
反

応
し
機
転
を
き
か
す
ク
イ
ズ
。「
○
○
○
○

○
○
」

34
仁
義
を
重
ん
じ
、弱
い
者
を
助
け
る
自
己

犠
牲
精
神
。「
○
○
○
○
○
道
」

35
飛
騨
山
脈
南
部
。3
1
8
0
m
あ
り
日
本

で
5
番
目
に
高
い
山
。「
○
○
ケ
岳
」

36
粋
で
威
勢
よ
く
、サ
ッ
パ
リ
し
た
気
風
の

若
者
で
す
。「
○
○
○
な
若
者
だ
」

38
親
の
仕
事
で
海
外
に
住
み
そ
の
後
、日
本

に
帰
国
し
た
子
ど
も
。「
○
○
○
子
女
」

41
手
首
か
ら
指
先
ま
で
、ひ
も
状
に
な
っ
て

い
る
組
織
。「
手
の
○
○
」

42
個
人
が
所
有
し
て
い
る
土
地
。「
○
○
○

○
」

45
冬
菜
、鶯
菜
、と
も
呼
ば
れ
ビ
タ
ミ
ン
の
多

い
野
菜
。「
○
○
○
○
」

46
ウ
リ
科
の
つ
る
性
一
年
草
。夕
方
花
を
咲

か
せ
る
。「
○
○
ガ
オ

=

ア
サ
ガ
オ
」

47
さ
ん
ざ
ん
な
こ
と
。雨
で
折
角
の
土
産
が

び
し
ょ
び
し
ょ
。「
○
○
○
○
で
す
」

49
…
に
で
も
な
ろ
う
か
。…
し
か
な
れ
な
い
。

「
で
も
○
○
先
生
」

　

午
前
2
時
か
ら
2
時
半
ま
で
の
間
。幽
霊

や
妖
怪
の
出
る
時
間
帯
。「
○
○
○
○
○

○
」

　

西
側
か
ら
見
た
大
山
は
、富
士
山
に
似
て

美
し
い
の
で
別
名
旧
国
名
由
来
で「
○
○

○
富
士
」と
、よ
ば
れ
て
い
る
。

答
え
の
ヒ
ン
ト

　

本
紙
の
ど
こ
か
に
！
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ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
ク
イ
ズ

の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ひ
か
わ
生
協
に
対
す
る
ご
意
見
、
地

域
や
ご
家
庭
で
の
話
題
な
ど
を
記
入

し
て
ご
応
募
下
さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た

コ
メ
ン
ト
は
読
者
の
ひ
ろ
ば
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま
す
。

パ
ズ
ル
の
当
選
者
に
つ
い
て
は
氏
名

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
宛　

先

　

〒
６
９
９
｜
０
６
３
１

　
出
雲
市
斐
川
町
直
江
４
８
８
３
番
地
１

　

ひ
か
わ
医
療
生
協

　
　

健
康
ひ
か
わ　

編
集
委
員
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ：０
８
５
３（
25
）７
８
８
８

　

Ｅ
メ
ー
ル：chikatu@

hikaw
a-hp.com

◆
し
め
き
り

　

2
0
2
5
年
5
月
31
日（
土
）必
着

◆
3
月
号
の
賞
品

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10
名

　

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分

　

を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
3
月
号
の
正
解

　

正
解
は
、「
サ
ン
カ
ン
シ
オ
ン
」
で

　

し
た
。

D

C

B

④

⑨

⑫ ⑬

⑪

⑧

E

G

H

X

W

V

U

T

S

R Q

P

O

N

M

L

K J

Ｉ

F

⑥⑤ ⑦

⑩

② ③

⑭

⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

⑳ ㉑ ㉒ ㉓

㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙

3332㉛㉚

34 35 36 37

41403938

42 43 44 45

46 47 48 49 50

①

A

Ａ

Ｂ

Ｃ

D

E

F

G

H

Ｉ

J

K

L

M

N

Ｏ

P

Q

R

S

T

Ｕ

V

W

X

◆
3
月
号
パ
ズ
ル
の
当
選
者

　

①
石
原　

久
夫
さ
ん
（
坂　

田
）

　

②
糸
川　

洋
子
さ
ん
（
直　

江
）

　

③
嘉
藤　

京
子
さ
ん
（
併　

川
）

　

④
黒
崎　

和
子
さ
ん
（
原　

鹿
）

　

⑤
黒
田　

和
雄
さ
ん
（
福　

富
）

　

⑥
小
梶　

輝
枝
さ
ん
（
大
社
町
）

　

⑦
須
田　

道
子
さ
ん
（
斐
川
町
）

　

⑧
為
石　

光
代
さ
ん
（
鳥　

井
）

　

⑨
錦
織
裕
美
子
さ
ん
（
上
直
江
）

　

⑩
寄
廣　

文
雄
さ
ん
（
美　

南
）

　

正
解
は
58
通
で
し
た
。

カ ラ ゲ ン キ カ
ン リ エ イ チ
コ ウ ラ イ サ
ウ シ グ ラ ン ド
ロ ク サ ン ウ

サ ガ リ オ カ
ル ミ カ ウ ン ト

D

C

BE

G

FA

50周年記念 特大 せいきょう
正解者の中から抽選で、
2０名の方にQuoカード
1,000円分プレゼント！
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
き
、
2
重
マ
ス
の
文
字

を
Ａ
か
ら
X
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並

べ
る
と
答
え
が
出
ま
す
。

せいきょう パズルパズルパズル
【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
手
紙
を
書
く
時
に
、初
め
に
拝
啓
で
、書
き

終
わ
っ
た
時
に
書
く
言
葉
。「
○
○
○
」

②
強
い
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
恐
怖
で
起
き
る

心
の
傷
。そ
の
後
に
思
い
出
す
こ
と
が
あ

る
。「
ギ
リ
シ
ャ
語
、○
○
○
○
」

③
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
守
る
神
様
。

「
○
○
神
、氏
子
」

④
苦
し
み
や
痛
み
で
転
げ
ま
わ
る「
○
○
う

ち
回
る
」

⑤
初
め
て
子
供
を
う
む
こ
と「
○
○
○
○
」

⑥
長
野
県
に
あ
る
3
0
6
7
m
の
山「
○
○

の
御
獄
山
」

⑦
夏
の
暑
さ
に
対
し
て
滋
養
強
壮
と
し
て
、

ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
日
。「
ど
○
○
○
○
し
の

日
」

⑧
最
も
新
し
い
祝
日
。「
○
○
○
○
」

⑩
父
親
の
兄
。「
○
○
さ
ん
」

⑪
布
団
に
入
れ
る
羽
の
取
れ
る
鳥
。カ
モ
、ア

ヒ
ル
、ガ
チ
ョ
ウ
の
、水
鳥
の
こ
と
。「
○
○

○
○
○
」

⑬
度
胸
が
良
く
重
要
な
場
面
に
強
い
。「
○
○

○
○
○
○
に
強
い
」

⑯
幾
重
に
も
曲
が
り
く
ね
っ
て
続
く
道
路
。

「
○
○
○
お
り
」

⑰
長
崎
県
に
は
、日
本
最
多
の
9
7
1
の
島

が
あ
る
。玄
界
灘
浮
か
ぶ「
○
○
、対
馬
」

⑱
無
料
の
こ
と
。た
だ
の
こ
と
。「
○
○
」

⑳
太
平
洋
に
広
が
る
大
陸
や
島
々
で
構
成
さ

れ
る
六
大
州
の
一
つ
。「
○
○
○
○
○
○
○
○
」

㉒
亡
く
な
っ
た
人
の
生
い
立
ち
や
功
績
な
ど

を
紹
介
す
る
記
事
や
文
章
。「
生
前
を
し
の

ぶ
○
○
○
○
○
」

㉕
視
覚
を
つ
か
さ
ど
る
光
感
覚
受
容
器
。「
目

ん
玉
の
こ
と
。○
○
○
○
○
」

㉖
先
祖
代
々
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
人
。 

「
○
○
○
○
の
人
」

㉗
警
察
の
下
部
機
構
で
巡
査
が
駐
在
し
て
い

る
。「
駐
○
○
所
」

㉙
朝
、採
れ
た
て
の
野
菜
で
す
。「
ど
れ
も
○

○
○
○
で
す
」

32
寺
院
で
僧
侶
が
居
住
す
る
と
こ
ろ
。「
お
寺

の
○
○
」

33
身
体
の
最
も
中
心
部
分
。「
骨
の
○
○ 

ま

で
シ
ャ
ブ
ル
」

37
少
し
し
か
無
い
お
金
で
買
い
物
を
し
ま
し

た
。「
○
○
○
○
の
金
で
し
た
」

39
一
般
の
人
々
の
表
に
出
な
い
意
見
。サ
イ

レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
。「
○
○
○
○
声
」

40
日
本
を
ダ
メ
に
し
た
9
人
の
政
治
家
。名

指
し
で
本
を
出
し
た
政
治
家
。故
浜
田
幸

一
。「
愛
称
、○
○
○
○
」

43
或
る
こ
と
に
志
や
関
心
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
。「
○
○
○
一
同
」

44
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
略
称
。「
○
○

○
」

48
小
さ
く
て
お
ぼ
つ
か
な
い
。「
話
し
方
が
、

た
ど
○
○
し
い
」

50
過
ぎ
去
っ
た
時
。「
○
○
、現
在
、未
来
」

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
頑
張
っ
た
け
ど
負
け
た
。「
○
○
○
○
空
し

く
敗
退
す
る
」

④
今
の
愛
称
、J
A
。農
業
協
同
組
合
を
略
し

て「
○
○
○
○
○
」

⑨
国
民
の
体
カ
向
上
と
健
康
増
進
の
為
に
考

案
さ
れ
た
。「
N
H
K
○
○
○
○
○
○
○
」

⑪
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、イ
ノ
シ
ン
酸
、グ
ア
ニ
ル

酸「
三
大
○
○
味
成
分
」

⑫
バ
カ
げ
た
行
い
。「
○
○
○

=

善
行
」

⑭
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
。「
○
○
○
○
に
さ
れ

た
」

⑮
日
本
の
、ほ
ぼ
中
心
。石
川
県
に
あ
る
空
港
。

「
○
○
○
空
港
」

⑰
江
戸
時
代
、男
性
が
薬
を
入
れ
る
容
器
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。「
○
○
○
○
」

⑲
野
球
で
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
の
こ
と
。「
○
○

=

右
飛
」

⑳
兄
弟
の
男
の
子
。「
○
○
＝
甥
」

㉑
ケ
ン
カ
や
相
撲
で
相
手
の
胸
な
ど
を
頭
で

突
く
こ
と
。「
○
○
○
を
、か
ま
す
」

㉓
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
2
6
5
年
続
い
た
。

「
平
安
時
代
、次
い
で
長
い
○
○
時
代
」

㉔
世
渡
り
が
、難
し
い
時
代
で
す
。「
暮
し
難

い
○
○
○
○
○
世
の
中
で
す
」

㉘
元
金
に
対
し
て
決
め
ら
れ
た
割
合
で
受
け

取
る
お
金
。「
○
○
、利
息
は
同
じ
意
味
」

㉚
フ
ラ
ン
ス
語
。冒
険
を
意
味
す
る
。日
本
語

で
は
危
険
な
恋
、恋
の
火
遊
び
。「
○
○
○

チ
ュ
ー
ル
」を
楽
し
む
。

㉛
機
知
や
頓
知
を
問
う
。物
事
に
機
敏
に
反

応
し
機
転
を
き
か
す
ク
イ
ズ
。「
○
○
○
○

○
○
」

34
仁
義
を
重
ん
じ
、弱
い
者
を
助
け
る
自
己

犠
牲
精
神
。「
○
○
○
○
○
道
」

35
飛
騨
山
脈
南
部
。3
1
8
0
m
あ
り
日
本

で
5
番
目
に
高
い
山
。「
○
○
ケ
岳
」

36
粋
で
威
勢
よ
く
、サ
ッ
パ
リ
し
た
気
風
の

若
者
で
す
。「
○
○
○
な
若
者
だ
」

38
親
の
仕
事
で
海
外
に
住
み
そ
の
後
、日
本

に
帰
国
し
た
子
ど
も
。「
○
○
○
子
女
」

41
手
首
か
ら
指
先
ま
で
、ひ
も
状
に
な
っ
て

い
る
組
織
。「
手
の
○
○
」

42
個
人
が
所
有
し
て
い
る
土
地
。「
○
○
○

○
」

45
冬
菜
、鶯
菜
、と
も
呼
ば
れ
ビ
タ
ミ
ン
の
多

い
野
菜
。「
○
○
○
○
」

46
ウ
リ
科
の
つ
る
性
一
年
草
。夕
方
花
を
咲

か
せ
る
。「
○
○
ガ
オ

=

ア
サ
ガ
オ
」

47
さ
ん
ざ
ん
な
こ
と
。雨
で
折
角
の
土
産
が

び
し
ょ
び
し
ょ
。「
○
○
○
○
で
す
」

49
…
に
で
も
な
ろ
う
か
。…
し
か
な
れ
な
い
。

「
で
も
○
○
先
生
」

　

午
前
2
時
か
ら
2
時
半
ま
で
の
間
。幽
霊

や
妖
怪
の
出
る
時
間
帯
。「
○
○
○
○
○

○
」

　

西
側
か
ら
見
た
大
山
は
、富
士
山
に
似
て

美
し
い
の
で
別
名
旧
国
名
由
来
で「
○
○

○
富
士
」と
、よ
ば
れ
て
い
る
。

答
え
の
ヒ
ン
ト

　

本
紙
の
ど
こ
か
に
！
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６
９
９
｜
０
６
３
１

　
出
雲
市
斐
川
町
直
江
４
８
８
３
番
地
１

　

ひ
か
わ
医
療
生
協

　
　

健
康
ひ
か
わ　

編
集
委
員
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ：０
８
５
３（
25
）７
８
８
８

　

Ｅ
メ
ー
ル：chikatu@

hikaw
a-hp.com

◆
し
め
き
り

　

2
0
2
5
年
5
月
31
日（
土
）必
着

◆
3
月
号
の
賞
品

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10
名

　

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分

　

を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
3
月
号
の
正
解

　

正
解
は
、「
サ
ン
カ
ン
シ
オ
ン
」
で

　

し
た
。

D

C

B

④

⑨

⑫ ⑬

⑪

⑧

E

G

H

X

W

V

U

T

S

R Q

P

O

N

M

L

K J

Ｉ

F

⑥⑤ ⑦

⑩

② ③

⑭

⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

⑳ ㉑ ㉒ ㉓

㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙

3332㉛㉚

34 35 36 37

41403938

42 43 44 45

46 47 48 49 50

①

A

Ａ

Ｂ

Ｃ

D

E

F

G

H

Ｉ

J

K

L

M

N

Ｏ

P

Q

R

S

T

Ｕ

V

W

X

◆
3
月
号
パ
ズ
ル
の
当
選
者

　

①
石
原　

久
夫
さ
ん
（
坂　

田
）

　

②
糸
川　

洋
子
さ
ん
（
直　

江
）

　

③
嘉
藤　

京
子
さ
ん
（
併　

川
）

　

④
黒
崎　

和
子
さ
ん
（
原　

鹿
）

　

⑤
黒
田　

和
雄
さ
ん
（
福　

富
）

　

⑥
小
梶　

輝
枝
さ
ん
（
大
社
町
）

　

⑦
須
田　

道
子
さ
ん
（
斐
川
町
）

　

⑧
為
石　

光
代
さ
ん
（
鳥　

井
）

　

⑨
錦
織
裕
美
子
さ
ん
（
上
直
江
）

　

⑩
寄
廣　

文
雄
さ
ん
（
美　

南
）

　

正
解
は
58
通
で
し
た
。

カ ラ ゲ ン キ カ
ン リ エ イ チ
コ ウ ラ イ サ
ウ シ グ ラ ン ド
ロ ク サ ン ウ

サ ガ リ オ カ
ル ミ カ ウ ン ト

D

C

BE

G

FA

50周年記念 特大 せいきょう
正解者の中から抽選で、
2０名の方にQuoカード
1,000円分プレゼント！
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（
3
月
号
の
応
募
ハ
ガ
キ
か
ら
）

読
者
の

　

ひ
ろ
ば

読
者
の

　

ひ
ろ
ば

読
者
の

　

ひ
ろ
ば

か
ね
の
な
る
木

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

編集部より　わが家のアイドルの写真を募集いたしま
す。ベストショットと紹介文を書いて送ってください。

　小さな 5号鉢（15㎝程）の植木をいただきま
した（平成 16 年頃）。早 20 年、沢山挿し木で
増やしました。木の幹も太くなり我が家の玄関で
毎年12月末から2月 3月頃までピンク色のかわ
いい花を見せてくれます。（小さい木は5年程）

三
島
秀
子
さ
ん
の

●
糸
川　

洋
子
さ
ん

　

3
月
の
積
雪
、
昭
和
47
年
3
月
2
日
、
大

社
で
結
婚
式
を
あ
げ
ま
し
た
。
初
め
て
見
る

腰
迄
の
大
雪
で
し
た
。
徳
島
か
ら
来
る
兄
、

姉
は
、
は
ず
ん
で
新
車
を
買
っ
た
も
の
の
、

あ
っ
ち
当
て
、
こ
っ
ち
当
て
で
や
っ
と
帰
っ

た
と
か
…
。
夏
に
遊
び
に
お
い
で
と
云
う
と
、

夏
で
も
雪
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
話
し

ま
す
。
雪
を
見
る
と
思
い
出
し
ま
す
。

※
つ
む
ぎ
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
体
験
し

ま
し
た
。
体
が
軽
く
な
り
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
。

●
上
野　

操
さ
ん

　

ひ
か
り
ん
の
健
康
だ
よ
り
「
骨
粗
し
ょ
う

症
に
つ
い
て
」
を
読
ん
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
す
る
為
に
は「
日
光
」「
食
事
」「
運
動
」

が
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

●
岡
田　

晴
子
さ
ん

　

今
年
も
つ
ば
め
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
昨

年
よ
り
一
週
間
遅
か
っ
た
で
す
。
主
人
は
止

ま
り
木
・
巣
の
下
へ
糞
よ
け
の
板
を
付
け
た

り
し
ま
す
。
ひ
な
鳥
た
ち
が
黄
色
く
ち
ば
し

を
大
き
く
開
け
、
巣
か
ら
乗
り
出
し
て
親
か

ら
の
え
さ
を
待
っ
て
い
る
様
子
は
圧
巻
で
す
。

半
年
間
見
守
り
た
い
で
す
。

●
奥
村　

陽
子
さ
ん

　

ひ
か
わ
生
協
さ
ん
に
は
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
健
康
ひ
か
わ
」
も
今
ま
で
お
ば
あ
さ
ん
が

読
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
ゆ
っ
く
り
読
む
機

会
が
あ
り
、
情
報
が
豊
富
で
楽
し
め
ま
し
た
。

●
黒
崎　

和
子
さ
ん

　

3
月
に
孫
が
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

時
々
車
で
送
迎
し
て
い
た
私
に
「
3
年
間
送

迎
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
か
げ
で
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
言
っ
て
く

れ
た
時
の
感
動
と
安
堵
の
気
持
ち
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
4
月

に
な
れ
ば
県
外
の
学

校
に
巣
立
ち
で
す
。

未
来
あ
る
若
者
た
ち

に
ど
う
か
平
和
な
世

の
中
が
続
く
こ
と
を

心
か
ら
願
う
ば
か
り

で
す
。

●
小
梶　

輝
枝
さ
ん

　

暖
か
く
な
っ
た
り
、

ま
た
小
雪
が
ち
ら
つ

い
た
り
、
な
か
な
か

春
が
来
ま
せ
ん
が
、庭
の
ふ
き
の
と
う
が
「
春

が
す
ぐ
そ
こ
に
き
て
い
る
よ
」
と
教
え
て
く

れ
ま
す
。
毎
回
た
の
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

頭
の
体
操
に
は
も
っ
て
こ
い
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
で
す
。
今
後
共
「
健
康
ひ
か
わ
」
を
た
の

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
鈴
木　

咲
子
さ
ん

　
「
す
こ
し
お
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
コ
ロ
コ
ロ

か
き
揚
げ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
焼
き
の
り

を
台
に
し
て
と
は
な
か
な
か
い
い
ア
イ
デ
ィ

ア
。
い
い
香
り
で
お
や
つ
に
も
（
老
人
用
）

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
目
で
も
、
鼻
で
も
、

舌
で
も
、
ま
た
塩
分
控
え
め
で
健
康
的
に
も

作
り
方
も
簡
単
で
時
々
作
ろ
う
と
思
っ
て
ま

す
。
レ
シ
ピ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
宅
和　

博
子
さ
ん

　
「
あ
っ
と
ホ
ー
ム
ひ
か
わ
」
の
様
子
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
で
安
心
で
し
ょ
う
。

必
要
経
費
は
20
万
円
で
す
か
ね
。
誰
で
も
入

れ
る
！？
む
つ
か
し
い
で
す
ネ
。

●
原　

悦
子
さ
ん

　

毎
朝
、
近
所
の
川
沿
い
を
散
歩
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
何
回
も
だ
い
た
い
同
じ
場
所

で
カ
ワ
セ
ミ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
特
に
天
気
が
よ

く
風
が
あ
ま
り
強
く
な

い
朝
10
時
頃
に
よ
く
出

会
い
ま
す
。
散
歩
の
楽

し
み
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
♡

●
平
井　

千
代
子
さ
ん

　

大
正
琴
の
グ
ル
ー
プ

で
幼
稚
園
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。

3
人
の
園
児
た
ち
が
演

奏
に
合
わ
せ
て
元
気
よ
く

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
4

月
か
ら
は
入
園
希
望
者
が
な

く
、
休
園
に
な
る
そ
う
で
す
。

●
福
田　

健
良
さ
ん

　

有
償
助
け
あ
い
つ
く
し
の

活
動
を
知
り
ま
し
た
。
野
外

の
支
援
は
季
節
に
よ
り
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
。
利
用
者

は
大
助
か
り
で
す
ね
。

●
古
川　

裕
さ
ん

　

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
カ
ー
ド
を
持
っ
て
近
く

の
書
店
へ
行
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、ど
う
や
ら
店
じ
ま
い
。

若
者
た
ち
の
読
書
離
れ
、
電

子
書
籍
の
普
及
な
ど
が
主
な

原
因
。
私
は
本
が
発
す
る
イ

ン
ク
の
匂
い
、活
字
が
大
好
き
。

だ
れ
か
本
屋
を
新
規
開
店
し

て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

読
者
の
ひ
ろ
ば
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー
へ
の

み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

よ
く
出

歩
の
楽

な
り
ま

子
さ
ん

ル
ー
プ

ボ
ラ
ン

ま
し
た
。

ち
が
演

文芸コーナー文芸コーナー
・
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
　
春
の
訪
れ
　
北
帰
行

・
散
歩
だ
よ
　
風
雪
に
耐
え
　
頑
張
り
ま
す

・
琴
桜
　
し
こ
名
が
泣
く
よ
　
負
け
越
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
森　

武
夫
さ
ん

梅
ち
り
て
　
さ
く
ら
ほ
こ
ろ
ぶ
　
春
び
よ
り

　
　
山
肌
に
　
残
り
の
雪
の
　
ひ
か
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
岡　

清
さ
ん

雪
が
さ
り
　
今
日
は
ず
そ
う
　
春
近
い

　
　
天
気
良
け
れ
ど
　
風
は
目
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
部　

美
恵
子
さ
ん

矢田　幸憲さん

絵手紙

「Eメールアドレス」
QRコードからもアクセスできます。今後
ともより一層の投稿お願いします。
メールアドレス　chikatu@hikawa-hp.com

※今月は「すこしおクッキング」をお休みします。次回をお楽しみに！



2024年度第11回定例理事会報告 日時：2025年3月29日（土）
出席：理事総数20名 18名出席 2名欠席 監事総数3名 3名全員出席

【報告・協議事項】
１．2024年度2月決算報告と2024年度決算見込み
＜2月単月＞
・経常損益は△8,023千円の損失となり、前年を857千
円上回ったが、予算を2,678千円下回る結果となっ
た。
・事業収益は1億31,300千円と予算に△13,881千円
（90.4％）未達、前年に対して9,602千円の減収と
なった。
＜累計＞
・累計経常損益は、△16,334千円の損失となり、予算差
△37,061千円、前年差△4,280千円となった。
２．2024年度活動のまとめと2025度方針（案）の提案
について

３．2025年度予算案の提案について
４．在宅支援室フレックスタイム制度の導入とフレックス
タイム手当の創設の件
５．育児介護休業等に関する規則変更の件
６．就業規則見直しの件
７．2025年度春闘統一要求及び単組要求について
８．固定資産購入の件 栄養課スチームコンベクション
オーブンの更新
９．人事案件
　　中村宏貴施設管理部長を4月1日付けで、地域サポー
トセンター長代行兼施設管理部長を任命する。
10．2024年度10回管理会議は感染症発生等により延期
された
11．2024年第10回組合員活動月報報告

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
１
年
が
経

ち
、
ご
利
用
者
さ
ま
も
増
え
賑
や
か
に
、

そ
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ふ
ら

み
ん
ご
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
の
度
ふ
ら
み
ん
ご
に
た
く
さ
ん
の

五
月
人
形
飾
り
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
飾
り
は
ご
利
用
者
さ
ま
の
ご
家

族
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

「
よ
か
っ
た
ら
飾
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

快
く
寄
贈
し
て
頂
き
、
飾
り
付
け
ま
で
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
頃

か
ら「
こ
ん
な
こ
と
し
た
ら
面
白
い
か
も
よ
？
」と
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ

た
り
し
て
い
て
、
職
員
と
ご
利
用
者
さ
ま
だ
け
で
な
く
ご
家
族
も
一
緒

に
な
っ
て
ふ
ら
み
ん
ご
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
さ
ま
と
ご
家
族
、
職
員
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
主
任　

落
合　

暸
太
）

三
位
一
体
ふ
ら
み
ん
ご 

！

三
位
一
体
ふ
ら
み
ん
ご 

！

三
位
一
体
ふ
ら
み
ん
ご 

！
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ふ
ら
み
ん
ご

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ふ
ら
み
ん
ご

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ふ
ら
み
ん
ご
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班　　名
四季の会
おちらと
げんき一番
ミモザ
マリーゴールド
つつじの会
すいせん
星田のお家
いちご
なでしこ　
スイートピー
どんぐり
えにょば
まめなか
☆姫りんご
つきみ草
桜
ポピー
めだか
こだま
西本町
はなみずき
木曜

開催日
2
3
3
3
5
5
6
10
11
12
13
13
14
18
19
21
22
24
26
27
27
29
30

テーマ内容
フィットネスルーム
年間計画
年間計画
年間計画
おちらとアートサロン
おちらとアートサロン
おちらとアートサロン
ニュースポーツ
年間計画
年間計画
年間計画
年間計画
健康カルタ
血管年齢
年間計画
インナースキャン
銭太鼓
出雲弁カルタ
ストレスについて
年間計画
ニュースポーツ
脳血管疾患と予防について
年間計画

参加人数
3
8
5
6
3
6
7
5
6
3
5
7
5
5
3
4
10
4
5
6
6
3
3

支部
久木
荘原
出東
出東
出西
直江
出西
出西
出東
久木
出東
出西
その他
出西
出東
荘原
久木
出西
出西
荘原
直江
直江
出西

3月班会一覧

快かた

5月の予定
5/4 　 フィットネスルーム
5/14　役員推薦委員会
5/15　久木ほっこりカフェ
5/24　わくわくキッズルーム（芋の苗植え）
5/27　ほっこりカフェ
5/31　島根県高齢期運動連絡会総会

たにて

テーマ内容
トネスルーム

参加人数
3 たにて

5/
5/5/5/
555/
5//
5/
5/

5月のの予予予定定定定
/4 フフ トネスル ム
5
5/

元気一番班
年間計画

星田のお家
ラダーゲッター

感染予防しながら、つながり・健康づくり

班会・健康ひろば
感染予防しながら、つながり・健康づくり

班会・健康ひろば
感染予防しながら、つながり・健康づくり

班会・健康ひろば

西本町班会
モルック



金森　　隆

村田　幸治

島根大学医師

金森美智子

金森　　隆

景山　省次

村田　幸治

金森美智子

島根大学医師

金森　　隆

村田　幸治

松原　夕子（健診）

金森美智子

金森　　隆

景山　省次

村田　幸治

金森美智子

内　　科

眼　　科

整形外科

金森　　隆

平　　仁司

村田　幸治（健診）

金森美智子

金森　　隆

金森美智子

村田　幸治

内　　科

眼　　科

金森　　隆

金森美智子

午前診療 月 火 水 木 金

午後診療

【夕方受付時間】午後 4：30～ 6：30　（診察開始は午後 5：00～）

※都合により急な診療体制の変更もあります。ご了承ください。

【午前受付時間】午前 8：30～ 11：30（診察開始は午前 9：00～）

月 火 水 木 金

土（1・3）

斐川生協病院外来診療のご案内 ☎（0853）72-0321

毎月保険証を
提示ください。

休日・時間外の診療は当直医師
対応になります。

日曜・祝日・第 2・4・5土曜日は休診です

　

　コロナで仕事がなくなり収入が減ったなど、経済的な
理由で受診をためらっている方がおられましたらお気軽
にご相談ください。
　無料低額診療制度は、経済的理由
により受診できない方に対し、医療
費の一部負担金の減額や免除を行う
ものです。
　電話相談窓口　いのちの相談室

　 TEL：090-1875-4577

斐川生協病院では無料低額診療事業を行っています斐川生協病院では無料低額診療事業を行っています斐川生協病院では無料低額診療事業を行っています
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◆斐川生協病院健診センター   
◆ひかわ医療生協　地域活動部   
◆ひかわ生協指定居宅介護支援事業所
◆訪問看護ステーション「チューリップ」
◆訪問リハビリテーション「ゆぃ」   
◆ヘルパーステーション「あおぞら」 
◆定期巡回随時対応型訪問介護看護事業所「かざぐるま」
◆看護小規模多機能事業所「みなみ」
◆みなみサテライト「れもん」
◆みなみサテライト「とまと」  
◆デイサービス「きずな」
◆デイサービス「つむぎ」   
◆デイサービス「ふらみんご」   
◆サービス付高齢者住宅「あっとホームひかわ」
◆住宅型有料老人ホーム「あっとホームさふらん」

電話（0853）73-7140　FAX（0853）73-7141
電話（0853）72-4577　FAX（0853）25-7888
電話（0853）72-2407　FAX（0853）72-2417
電話（0853）72-7532　FAX（0853）72-7534
電話（0853）73-8708　FAX（0853）72-7534
電話（0853）73-3555　FAX（0853）72-7534
電話（080）2890-4511　FAX（0853）72-7534
電話（0853）73-8705　FAX（0853）72-7534
電話（0853）25-7280　FAX（0853）25-7280
電話（0853）25-9083　FAX（0853）25-9083
電話（0853）72-0373　FAX（0853）72-8933
電話（0853）31-4760　FAX（0853）31-4760
電話（0853）72-0353　FAX（0853）72-0322
電話（0853）72-9930　FAX（0853）72-7534
電話（0853）72-7760　FAX（0853）72-7534

そ
の
他
事
業
所

月・水・金
1 便：阿宮、伊波野、出西、久木、直江
2便：出東、荘原

火・木・第 1土・第 3土
1 便：出東、荘原
2便：伊波野、出西、久木、直江

注意事項
●送迎は自宅から病院の往復です。
●お迎えは送迎員が自宅までお伺いします。
●お迎えの時間はその日の人数により異なります。
●送迎バスの乗り降りに介助が必要な方はご相談ください。
　ご不明な点などございましたら、お問い合わせください。

外来受診時の送迎バスのご案内
斐川生協病院を受診する方の為に無料の送迎バスを運行して
います。組合員であればどなたでもご利用いただけます。

予約方法　前日午後 5時までにご連絡ください。
　　　　　お名前、電話番号、住所をお伝えください。

コ
ー
ス

予約・お問合せ番号　0853-72-0321
　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
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に
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し
て
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ら
三
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
先
日
も
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
が
あ
り
、
子
ど
も
を
含
む
多
く
の
負
傷

者
が
出
ま
し
た
。い
つ
に
な
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た
ら
終
わ
る
の
か
、

怯
え
て
暮
ら
す
日
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
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私
た

ち
に
で
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と
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何
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
は
今
年
、
戦
後
八
十
年
を
む
か
え
ま
す
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
拒
否
し
続
け
て
い
ま
す
。
戦
争
の
準

備
で
は
な
く
、
平
和
の
準
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必
要
で
す
。
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本

被
団
協
の
継
続
し
た
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動
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よ
る
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ー
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賞
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」
に
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を
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、
核
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も

な
い
世
界
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け
て
私
た
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は
自
分
事
と
し
て
平

和
に
つ
い
て
考
え
学
習
し
、
希
望
に
満
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た
未
来

へ
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
機
関
紙
編
集
委
員
会
）

発熱やせきの症状がある方は、まず、お電話で相談ください。

組合員の転居および氏名の変更、亡くなられた場合 72-4577までご連絡ください。


